











































































6. Takako Ueta, The Role of Europe in Enhancing Cooperative Security in Asia and the Pacific: 
A View from Japan, op.cit.  および植田隆子「ユーロ危機の時期のEUの対外関係（2008年 9
月―2014年 1月）」『日本EU学会年報』34号、2014年 5月刊行予定（印刷中）。植田他共編
著『新EU論』信山社、2014年 4月刊行の関連の章を参照。
【追記】従来、中国は、多数国間の信頼醸成措置については支持していないものと推
察されていたが、2014年 4月15日、ソウルにおいて開催された、日中韓協力事務局主
催の国際会議において、北京大学国際関係学院のZHANG Xiaoming教授（国際関係論）
は、領土問題による衝突を避けるため、欧州、EU、ASEANから学び、北東アジアの
リスク・マネジメントのためのCSBNのメカニズムを作ることが焦眉の問題だと述べ
た。同教授は二段解説をとっており、長期的には、和解と平和のための共同体づくり
を提唱した。
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